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石
見
福
光
IC

１
．
福

光
～

江
津

地
域

の
課

題

①
唯

一
の

幹
線
道

路
で
災

害
危

険
箇
所

が
存
在

○
国

道
9
号

で
は

、
急

カ
ー
ブ
な
ど
道

路
構

造
に
課

題
が

あ
る
箇

所
が

多
数

存
在

。
【
図

４
】

②
高

速
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

未
整

備

②
救

急
医

療
機

関
へ

の
速

達
性

、
確

実
性

の
確

保

①
災

害
時

に
も
機

能
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
リ
ダ
ン
ダ
ン
シ
ー

※
）
の
確
保

※
国

道
９
号

が
通

行
止

め
に
な
っ
て
も
、
近

く
に
選

択
で
き
る
幹

線
道

路
を
確

保

３
．
政

策
目

標

⇒
江

津
市

か
ら
県

東
部

ま
で
の

リ
ダ
ン
ダ
ン
シ
ー
と
速

達
性

、
走

行
性

を
確

保

○
島

根
県

は
特

殊
土

壌
地

帯
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
土

砂
災

害
危

険
箇

所
が

多
数

存
在

。
【
図

２
】

○
近

く
に
国

道
9
号

を
代
替
す
る
道
路

が
な
く
、
国

道
9
号
が
通

行
止

め
と
な
っ
た
場

合
は

大
き
な
迂

回
を
強

い
ら
れ

る
。

【
図

１
】

②
医

療
機

関
へ
の

ア
ク
セ
ス

○
島
根
県
西
部
の
医
師
減
少
に
よ
り
、
医

療
体
制

が
衰
退
し
、

県
東

部
（
出

雲
市

）
へ

の
広

域
搬

送
を
強

い
ら
れ

て
い
る
。

①
災

害
や

交
通
事

故
等
の

通
行
止

め
に

よ
り
生

活
・
経

済
活
動

に
影

響

③
産

業
振
興
の
停
滞

④
観

光
客
数

⑤
交

通
事
故

③
国

際
競

争
力

の
強

化
、
産

業
の

活
性

化

④
観

光
の

振
興

・
交

流
の

促
進

⑤
安

全
性

の
向

上

図
１

通
行
止
め
発
生
時
の
迂
回
ル
ー
ト

○
島
根
県
内
の
企
業
立
地
状
況
は

、
県

東
部
に
集

中
し
、

県
西

部
へ

の
進

出
は

進
ん
で
い
な
い
。

④
移

動
が
長
時
間

⑤
道

路
構

造
に
課

題
が

あ
る
箇

所
が
存

在

○
観

光
施

設
間

の
移

動
に
時

間
を
要

す
る
た
め
周

遊
観

光
ツ
ア
ー
が

組
み

難
い
。

図
４

交
通
事
故
の
発
生
状
況
と
通
行
止
め
発
生
箇
所

死
傷

事
故

率

1
0
0
件

/
億

台
k
m
以

上

死
傷

事
故

率

1
0
0
件

/
億

台
k
m
未

満

死
亡

事
故

発
生

箇
所

重
傷

事
故

発
生

箇
所

通
行
止
め
発
生
箇
所

○
江

津
市

及
び
大

田
市

は
第

三
次

救
急

医
療

機
関

が
な
く
、
高

度
な
医

療
は

浜
田

市
・
出

雲
市

の
施

設
に
依

存
せ

ざ
る
を
得

な
い
状

況
。
【
図

３
】

○
速

達
性

を
確

保
で
き
る
自

動
車

専
用

道
路

が
未

整
備

で
あ
り
、
全

区
間

で
現

道
（
国

道
９
号

）
を
走

行
。

③
東

西
の
搬
送
経
路
が
脆

弱
○

資
機

材
の

東
西

方
向

の
搬

送
路

と
し
て
は

国
道

９
号

し
か

な
く
、
搬

送
に
時

間
を
要

す
。

○
浜

田
港

（
日

本
海

側
拠

点
港

）
か

ら
東

西
を
結

ぶ
道

路
の

速
達

性
や

ア
ク
セ
ス
性

が
弱

い
。

福
光

～
江

津
間

約
1
4
km

済
生
会
江
津
総
合
病
院

大
田
市
立
病
院

浜
田

医
療

セ
ン
タ
ー

島
根
大
学
医
学
部

附
属
病
院

島
根
県
立
中
央
病
院

●
第

二
次

救
急

医
療

機
関

●
第

三
次

救
急

医
療

機
関

図
３

高
速
道
路
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
状
況

浜
田
港

凡
例

高
規
格
幹
線
道
路

供
用
区
間

事
業
中
区
間

計
画
中

福
光
～
江
津
間

約
1
4
k
m

土
砂
災
害
危
険
箇
所
が

連
続
的
に
存
在

昭
和

5
8
年

7
月

（
江

津
市

浅
利
町

）
昭

和
5
8
年

7
月

（
江

津
市

黒
松
町

）

図
２

土
砂
災
害
危
険
箇
所
等

の
分
布
状
況

江
の
川
河
口
付
近
は
洪

水
時

浸
水
想
定
区
域
に
該

当

N

江
津
IC

石
見
福
光
IC

江
津

道
路

仁
摩

温
泉

津
道

路

5
年

間
(H
1
8
～

H
2
2
)で

通
行
止
め
は
1
6
回
発
生 通

行
止

め
の
場

合
大

幅
な
迂

回

※
島
根
県
及
び
中
国
地
方
、
全
国
値
は
警
察
白
書
（

H2
1）

国
道
９
号
福
光
～
江
津
間
は
交
通
事
故
統
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（

H1
8-
H
21
平
均
値
）

※
致
死
率
（
人

/件
(％

)）
＝
死
者
数

(人
)／

事
故
件
数

(件
)

江
津

市
か

ら
出

雲
市
の
第

三
次
救

急
医

療
機

関
へ

の
搬

送
推
移

山
陰

自
動

車
道

（
福

光
～

江
津

）
に
お
け
る
計
画
段
階
評
価

ふ
く

み
つ

ご
う

つ

石 見

２
．
原

因
分

析
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５
つ
の

政
策

目
標

「
①

災
害

時
に
も
機

能
す

る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
リ
ダ
ン
ダ
ン
シ
ー
）
の

確
保

」

「
②

救
急

医
療

機
関

へ
の

速
達

性
、
確

実
性

の

確
保

」
「
③

国
際

競
争

力
の

強
化

、
産

業
の

活

性
化

」
「
④

観
光

の
振

興
・
交

流
の

促
進

」
「
⑤

安
全

性
の

向
上

」
と
、
「
環

境
面

」
か

ら
評

価
項

目
を
設

定
。

４
．
対

策
案

の
検

討

山
陰

自
動

車
道

（
福

光
～

江
津

）
に
お
け
る
計
画
段
階
評
価

ふ
く

み
つ

ご
う

つ

（
参

考
）
当
該
事
業
の
経
緯
等

地
元

調
整

等
の

状
況

H
2
4
年

9
月

：
計
画
段
階
評
価
着
手
（
第
1
回
中
国
地
方
小
委
員

会
）

H
2
4
年

1
1
月

：
第
1
回

意
見

聴
取

（
1
1
/
9
～

1
2
/
7
）

H
2
5
年

2
月

：
第
2
回
中
国
地
方
小
委
員
会

H
2
5
年

3
月

：
第
2
回

意
見

聴
取

（
3
/
1
3
～

3
/
2
6
）

H
2
5
年

6
月

：
中

国
地

方
小

委
員

会
に
お
い
て
、
対

応
方

針
（
案

）
（
ル

ー
ト
と
し
て
案

２
を
選

定
す
る
等

）
を
妥

当
と
判

断
計

画
段

階
評

価
後

の
状
況

H
2
5
年

7
月

～
：

ル
ー
ト
・
構
造
の
検
討
、
周
辺
の
環
境
影
響
等

に
つ
い
て
環
境
影

響
評
価
（
島

根
県
条

例
）
を
実
施

H
2
7
年

9
月

：
都

市
計
画
決
定
：
告
示
及
び
環
境
影
響
評
価
（
評
価
書
）
：
公
告

地
域

の
要

望
等

H
2
7
年

6
月

島
根
県
知
事
が
国
土
交
通
大
臣
政
務
官

に
未

事
業
化

区
間
（
福
光
・
浅

利
間
）
の

H
2
8
年
度

新
規
事

業
化
を
要
望

H
2
7
年

8
月

島
根
県
知
事
が
国
土
交
通
大
臣
に
未

事
業
化

区
間
（
福
光
・
浅

利
間
）
の

H
2
8
年
度

新
規
事

業
化
を
要
望

H
2
7
年

1
1
月

山
陰

自
動

車
道

（
安

来
・
益

田
）
建

設
促

進
期

成
同

盟
会

及
び
出

雲
・
江

津
間

高
規

格
道

路
建

設
促

進
期

成
同

盟
会

が
国

土
交

通
省

及
び
財

務
省

に
未
事
業
化
区
間
（
福
光
・
浅
利
間
）
の
H
2
8
年
度
新

規
事
業

化
を
要
望

H
2
7
年
1
1
月

島
根
県
知
事
が
国
土
交
通
大
臣
政
務
官

に
未
事
業

化
区
間
（
福

光
・
浅
利
間
）
の

H
2
8
年
度
新
規

事
業
化
を
要

望
H
2
8
年

1
月

出
雲
・
江
津
間
高
規
格
道
路
建
設
促
進
期
成
同

盟
会
が

国
土
交

通
省

に
未

事
業
化

区
間
（
福
光
・
浅

利
間
）
の

H
2
8
年
度

新
規
事

業
化
を
要
望

H
2
8
年

1
月

島
根
県
知
事
が
国
土
交
通
省
に
未
事

業
化
区

間
（
福
光
・
浅
利

間
）
の

H
2
8
年
度
新

規
事
業

化
を
要
望

◆
対

応
方

針

当
面

、
「
国

道
９
号

江
津

バ
イ
パ

ス
」
と
「
県

道
浅

利
渡

津
線

」
を
活

用
し
、
福

光
～

浅
利

間
に
新

た
に

自
動
車
専
用
道
路
を
計
画
し
走
行
性

の
高
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
早
期

に
形

成
す
る
。

評
価
の
項
目

（案
１）

現
道
拡
幅
案

（案
２）

一
部
現
道
活
用
案

（江
津

バ
イ
パ

ス
・県

道
を
活

用
す
る
案

）
（案

３）
別

線
バ

イ
パ

ス
案

（全
線

４車
線

バ
イ
パ
ス
整

備
す
る
案
）

ル
ー
ト帯

の
概
要

現
国
道
９号

を
４車

線
化
す
る
案

４車
線

の
バ

イ
パ

ス
の

一
部

に
江

津
バ

イ
パ
ス
や

整
備
中
の
県
道
２車

線
を
活
用
す
る
案

国
道
９号

江
津
バ
イ
パ
ス
の
南
側
に
新
た
な
4車

線
の
バ
イ
パ
ス
を

整
備
す
る
案

60
km

/h
で
走

行
で
き
る
一

般
道

（延
長

約
15
km

）
80

km
/h

で
走

行
で
き
る
自

動
車

専
用

道
路

（延
長

約
14

km
）

80
km

/h
で
走

行
で
き
る
自
動

車
専
用
道
路
（延

長
約
14
km

）

道 路 整 備 に よ る 効 果 ・ 改 善 さ れ る 点

災
害
・事

故
の
時
は
？

洪
水

で
浸

水
す
る
区
域

の
存

在

△

浸
水
区
域
が
存
在
す
る

◎

浸
水

区
域

は
存

在
し
な
い

◎

浸
水

区
域

は
存

在
し
な
い

災
害
や
事
故
が
発
生
す
る
可
能
性

・災
害
が
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
る

・事
故
が
発
生
す
る
可
能
性
が
や
や
高
い

・災
害
が
発
生
す
る
可
能
性

が
あ
る

・事
故
が
発
生
す
る
可
能
性
は
や
や
低
い

・災
害
が
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
る

・事
故
が
発
生
す
る
可
能
性
は
や
や
低
い

通
行
止
の
可
能
性
や
迂
回
の
必
要
性

・国
道

９号
１本

の
み

の
た
め
通

行
止

に
な
る
可

能
性

が
あ
る

・大
き
な
迂

回
が

必
要

と
な
る
場

合
が

あ
る

・国
道

９号
と
バ

イ
パ

ス
の

２本
あ
る
た
め
、両

方
が

通
行

止
と
な
る
可
能
性
は
低
い

・大
き
な
迂

回
が

必
要

と
な
る
こ
と
は

少
な
い

・国
道

９号
と
バ

イ
パ

ス
の

２本
あ
る
た
め
、両

方
が

通
行

止
と
な
る
可
能
性
は
低
い

・大
き
な
迂

回
が

必
要

と
な
る
こ
と
は

少
な
い

目
的

地
ま
で
の

移
動

時
間
は
？

（現
状
に
比
べ
短
縮
さ

れ
る
時
間
）

医 療

福
光

か
ら
済

生
会

江
津

総
合

病
院

ま
で
の

所
要
時
間

○

約
２分

短
縮

◎

約
４分

短
縮

◎

約
４分

短
縮

江
津
市
嘉
久
志
町
か
ら
島
根
県

立
中
央

病
院
ま
で
の
搬
送
時
間

約
４分

短
縮

約
９分

短
縮

約
９分

短
縮

経 済
浜
田
港
へ
の
ア
ク
セ
ス
時
間

（福
光

IC
以
東

～
浜

田
港

ま
で
）

約
５分

短
縮

約
１０

分
短

縮
約

１０
分

短
縮

観 光
観
光
地
へ
の
ア
ク
セ
ス
時
間

（江
津
IC
～
石
見
銀
山
）

文 化
都
市
へ
の
ア
ク
セ
ス
時
間

（江
津
IC
～
松
江
市
）

事
故
の
危
険
性
は
？

長
距
離
交
通
と
地
域
内
交
通
の
混
在
具
合

△

混
在
す
る

（長
距
離
の
交
通
も
国
道
９号

を
利
用

）
◎

分
離
さ
れ
る

（長
距

離
の

交
通

は
主

に
バ

イ
パ

ス
を
利

用
）

◎

分
離
さ
れ
る

（長
距

離
の

交
通

は
主

に
バ

イ
パ

ス
を
利

用
）

国
道

９号
の

交
通

事
故

の
削

減
件

数
少

な
い

多
い

多
い

国
道

９号
沿

い
の

施
設

や
集
落
へ
の
連
絡
性

は
？

ＪＲ
黒

松
駅

や
浅

利
駅

な
ど
と
の

連
絡

性
◎

良
い

○
案
１よ

り
劣
る

○
案

１よ
り
劣

る

道 路 整 備 に よ る 影 響

生
活
環
境
や
家
屋
移

転
へ
の
影
響
は
？

道
路

沿
い
の

騒
音

な
ど
生

活
環

境
へ

の
影

響
△

比
較
的
大
き
い

○
小
さ
い

◎
小
さ
い

移
転

が
必

要
と
な
る
家

屋
な
ど
の

数
多

い
少

な
い
（案

３よ
り
若

干
多

い
）

少
な
い

自
然
環
境
や
景
観
へ

の
影
響
は
？

土
地

（地
形

）を
新

た
に
改

変
す
る
量

◎
少

な
い

○
案

３よ
り
少

な
い

△
多

い

工
事
期
間
中
の
交
通

へ
の
影
響
は
？

工
事

に
よ
る
通

行
規

制
の

多
少

△
通

行
規

制
が

多
く交

通
へ

の
影

響
が

大
き
い

◎
通

行
規

制
は

少
な
く交

通
へ

の
影

響
は

小
さ
い

◎
通

行
規

制
は

少
な
く交

通
へ

の
影

響
は
小
さ
い

そ の 他

事
業

期
間

工
事

の
期

間
△

長
い

◎
案

１や
案

３よ
り
短

い
△

長
い

経
済
性

建
設
に
要
す
費
用

◎
約
40

0～
45

0億
円

○
約
50

0～
55

0億
円

△
約
80

0～
85

0億
円

（
理

由
）

・
［
案

2］
一
部
現
道
活
用
案
は
、
［
案

1］
現
道

拡
幅
案

に
比

べ
、
災
害

や
事
故

時
に
通

行
止
め
が
生

じ
に
く
い
こ
と
、

時
間

短
縮

効
果

が
大

き
い
こ
と
、
長

距
離

交
通
と
地

域
内

交
通
の

分
離
に
よ
り
交

通
の
安

全
性
が

確
保
で
き
る
こ

と
、
事

業
期

間
が

短
い
等

の
面

で
優

れ
て
い
る
。

・
［
案

3］
別

線
バ
イ
パ

ス
案

と
比

べ
、
事
業

費
や
早

期
に
走

行
性

の
高
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

形
成
で
き
る
等

の
面
で

優
れ

て
い
る
。

・
全

て
の

政
策

目
標

の
達

成
が
見

込
ま
れ
る
。

3



3
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3
3
 

3
,6

0
7
 

3
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9
8
 

3
,9

1
3
 

5
,0

0
2
 

0

1
,0
0
0

2
,0
0
0

3
,0
0
0

4
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0
0

5
,0
0
0

6
,0
0
0

H
2
2

H
2
3

H
2
4

H
2
5

H
2
6

(T
E
U
) 輸

出
輸
入

・
出

雲
－

浜
田

間
の

高
速

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
確

保
し

、
ア

ク
セ

ス
性

の
強

化
に

よ
り

物
流

活
動

を
支

援

一
般
国
道
９
号
（
山
陰
自
動
車
道
）

福
光
・
浅
利
道
路
に
係
る
新
規
事
業
採
択
時
評
価

・
島

根
県

内
の

開
通

済
み

の
高

速
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
周

辺
で

は
、

着
実

に
企

業
進

出
が

進
ん

で
い

る
。

未
開

通
区

間
に

つ
い

て
も

、
山

陰
道

や
現

道

を
活

用
す

る
区

間
（
県

道
）
の

開
通

目
標

公
表

に
合

わ
せ

て
企

業
進

出

が
進

み
つ

つ
あ

る
。

１
．
事

業
概

要

・
起

終
点

：
島

根
県

大
田

市
温

泉
津

町
福

光
～

江
津

市
松

川
町

上
河

戸
・
延

長
等

：
６

．
５

ｋ
ｍ

（
第

１
種

第
３

級
、

２
車

線
（
暫

定
）
、

設
計

速
度

８
０

km
/
h
 ）

・
全

体
事

業
費

：
約

２
９

０
億

円
・
計

画
交

通
量

：
約

１
５

，
０

０
０

台
/
日

図
１

広
域

図

①
地
域
経
済
を
支
え
る
企
業
進
出

②
重
要
港
湾
「
浜
田
港
」
の
更
な
る
物
流
機
能
の
強
化

へ
の
支

援

ふ
く
み
つ

あ
さ
り

山
口

県

岡
山

県

鳥
取

県

広
島

県

島
根

県

福
光

・
浅

利
道

路

・
山

陰
道

（
宍

道
Ｊ
Ｃ

Ｔ
～

浜
田

Ｊ
Ｃ

Ｔ
間

）
の

最
後

の
区

間
で

あ
る

当
該

区
間

の
整

備
に

よ
り

、
高

速
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

形
成

・
高

速
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

形
成

に
よ

り
、

企
業

立
地

の
促

進
、

広
域

医
療

連
携

体
制

を
支

援
・
重

要
港

湾
(浜

田
港

)へ
の

ア
ク

セ
ス

の
強

化
に

よ
り

物
流

活
動

を
支

援

し
ま

ね
お

お
だ

ゆ
の

つ
ち

ょ
う

ふ
く
み

つ
ご

う
つ

ま
つ

か
わ

ち
ょ

う
か

み
か

わ
ど

・
浜

田
港

は
、

島
根

県
唯

一
の

国
際

定
期

コ
ン

テ
ナ

航
路

を
有

す

る
港

湾
で

あ
り

、
取

扱
量

は
年

々
増

加
し

て
い

る
。

【
図

４
】

・
島

根
県

は
浜

田
港

の
利

便
性

を
更

に
高

め
る

た
め

、
平

成
2
7
年

度
よ

り
「
浜

田
港

長
期

構
想

」
の

策
定

を
開

始
。

大
田

市
、

出
雲

市
等

か
ら

、
浜

田
港

へ
の

ア
ク

セ
ス

性
の

強
化

の
た

め
当

該
区

間
の

整
備

が
必

要
。

・
周

産
期

医
療

※
な

ど
、

浜
田

医
療

セ
ン

タ
ー

で
は

対
応

し
て

い
な

い
治

療
が

必
要

な
患

者
は

島
根

県
西

部
（
江

津
市

等
）
か

ら
出

雲
市

の
第

３

次
救

急
医

療
機

関
へ

の
広

域
搬

送
を

余
儀

な
く
さ

れ
て

い
る

。

・
第

３
次

医
療

機
関

6
0
分

圏
域

内
の

人
口

が
約

1
.1

千
人

増
加

し
、

島
根

県
西

部
か

ら
東

部
へ

の
搬

送
時

間
が

短
縮

す
る

た
め

に
は

山
陰

道
の

整
備

が
必

要
。

【
図

５
】

③
救
急
医
療
施
設
へ
の
ア
ク
セ
ス
強
化

３
．
整

備
効

果
効
果
１

民
間
投
資
の
促
進

【
◎
】

・
福

光
・
浅

利
道

路
の

着
手

に
あ

わ
せ

江
津

工
業

団
地

の
拡

張
を

計
画

・
高

速
ﾈ

ｯ
ﾄﾜ

ｰ
ｸ
と

ア
ク

セ
ス

道
路

(県
道

)の
一

体
的

な
整

備
に

よ
り

、
企

業
進

出
な

ど
の

民
間

投
資

を
促

進

効
果
３

医
療
ア
ク
セ
ス
の
改
善

【
◎
】

江
津

市
か

ら
島

根
県

立
中

央
病

院
（
出

雲
市

）
の

所
要

時
間

現
況

：
8
5
分

⇒
整

備
後

：
7
0
分

※
1
 （

1
5
分

短
縮

）
⇒

整
備

後
：
6
6
分

※
2
 (1

9
分

短
縮

)

ご
う

つ
い

ず
も

・
３

次
救

急
医

療
施

設
6
0
分

カ
バ

ー
人

口
が

約
1
.1

千
人

増
加

【
図

５
】

・
島

根
県

西
部

か
ら

島
根

県
立

中
央

病
院

(出
雲

市
)

の
搬

送
時

間
を

短
縮

い
ず

も

ふ
く
み

つ
あ

さ
り

■
費

用
便

益
分

析
結

果
（
貨

幣
換

算
可

能
な

効
果

の
み

を
金

銭
化

し
、

費
用

と
比

較
し

た
も

の
）

図
５

第
３

次
救

急
医

療
機

関
6
0
分

圏
域

図

図
４

浜
田

港
の

国
際

ｺ
ﾝ
ﾃ
ﾅ

取
扱

量
の

推
移

島
根

県
大

田
市

・
川

本
町

・
美

郷
町

に
お

け
る

第
３

次
救

急
医

療
機

関
6
0
分

圏
域

人
口

現
況

：
4
2
.7

千
人

⇒
整

備
後

：
4
3
.8

千
人

お
お

だ
か

わ
も

と
ま

ち
み

さ
と

ち
ょ

う

い
ず

も
は

ま
だ

効
果
２

港
湾
(
浜
田
港
)
ア
ク
セ
ス
の
強
化

【
◎
】

出
雲

市
か

ら
浜

田
港

の
所

要
時

間
現

況
：
1
0
7
分

⇒
整

備
後

：
9
1
分

※
1
 （

1
6
分

短
縮

）
⇒

整
備

後
：
8
6
分

※
2 
(2

1
分

短
縮

)

い
ず

も
は

ま
だ

（
※

1
：

出
雲

I
C～

仁
摩

・
石

見
銀

山
I
C
整
備

時
、

※
2：

山
陰

道
全

線
整

備
時

）
（

現
況
：

Ｈ
26
プ
ロ

ー
ブ
デ

ー
タ

よ
り
算

出
）
（

整
備

後
：

規
制
速

度
よ

り
算
出

）

い
ず

も
に

ま
い

わ
み

ぎ
ん

ざ
ん

乗
用

車
小

型
貨

物
普

通
貨

物

約
4
,7

0
0
台

/
日

約
1
,7

0
0
台

/
日

約
8
,6

0
0
台

/
日

図
２

事
業

位
置

図

２
．
課

題

図
３

新
規

立
地

企
業

進
出

状
況

し
ん

じ

【
浜

田
港

長
期

構
想

（
島

根
県

に
よ

り
策

定
中

）
】

は
ま

だ

い
ず

も

は
ま

だ

は
ま

だ

は
ま

だ

は
ま

だ

2
2

3
3

6
4

7
4

6
6

12
11

05101520

H1
9

H2
0

H
21

H
22

H2
3

H2
4

H
25

H
26

H2
7

未
開
通

沿
線

開
通
済

沿
線

（
社
）

朝
山

・
大
田

道
路

の
開

通
公

表

県
道

浅
利

渡
津

線
の

開
通

公
表

新
規

立
地

企
業

数
の

推
移

松
江

市

江
津

市

福
光

・
浅

利
道

路
ふ

く
み

つ
あ

さ
り

江
津

工
業

団
地

事
業

中
区

間
宍 道 Ｊ Ｃ Ｔ

浜 田 Ｊ Ｃ Ｔ

※
出
産
前
後
に
、
突
発
的
な
母
子
の
容
態
の
変
化

に
備

え
る

医
療
体

制

※
平

成
1
9
年

度
以

降
に

立
地

し
た

企
業

し
ん

じ
は

ま
だ

さ
ん
い
ん

は
ま

だ

・
平

成
2
7
年

度
に

木
質

バ
イ

オ
マ

ス
発

電
所

が
江

津
工

業
団

地
に

進
出

。

新
規

雇
用

の
み

で
な

く
、

島
根

県
内

の
企

業
か

ら
木

材
チ

ッ
プ

を
搬

入

す
る

こ
と

で
、

関
連

す
る

林
業

な
ど

の
活

性
化

に

も
寄

与
。

・
山

陰
道

（
宍

道
Ｊ
Ｃ

Ｔ
～

浜
田

Ｊ
Ｃ

Ｔ
間

）
の

最
後

の
区

間
で

あ
る

当
該

区
間

の
整

備
に

よ
り

、

高
速

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

が
形

成
さ

れ
、

更
な

る
企

業

の
進

出
等

に
よ

る
民

間
投

資
の

拡
大

を
図

る
こ

と
が

必
要

。
【
図

３
】

お
お

だ
い

ず
も

ご
う

つ

（
※

1
：

出
雲

I
C～

仁
摩

・
石

見
銀

山
I
C
整
備

時
、

※
2：

山
陰

道
全

線
整

備
時

）
（

現
況
：

Ｈ
26
プ
ロ

ー
ブ
デ

ー
タ

よ
り
算

出
）
（

整
備

後
：

規
制
速

度
よ

り
算
出

）

い
ず

も
に

ま
い

わ
み

ぎ
ん

ざ
ん

3
7
5

1
8
6

3
7
5

2
6
1

2
6
1

5
4

5
4

９

９

９ 9

9

9

37
5

37
5

54

54

26
1

26
1

18
6

島
根
県
⽴
中
央
病
院

島
根
⼤
学
医
学
部
附
属
病
院

浜
⽥
医
療
セ
ン
タ
ー

福
光

・
浅

利
道

路
ふ

く
み

つ
あ

さ
り

圏
域
拡
⼤
⼈
⼝
：
1,
11
8⼈

[凡
例

]

6
0
分

圏
域

山
陰

道
整

備
に

よ
る

拡
大

エ
リ

ア

未
到

達
エ

リ
ア

第
３

次
救

急
医

療
機

関

美
郷

町

川
本

町

出
雲

市

江
津

市

浜
田

市

N

図
２

事
業

位
置

図

※
１

用
地

取
得

及
び

猛
禽

類
保

全
対

策
等

が
速

や
か

に
完

了
す

る
場

合
※

２
用

地
取

得
及

び
関

係
機

関
と

の
協

議
等

が
速

や
か

に
完

了
す

る
場

合

福
光

・
浅

利
道

路

延
長

6
.5

km

ふ
く
み

つ
あ

さ
り

出
雲

IC
～

仁
摩

･石
見

銀
山

IC

延
長

3
7
.1

km

い
ず

も
に

ま
い

わ
み

ぎ
ん

ざ
ん

あ
さ

や
ま

お
お

だ
た

き
あ

さ
や

ま

当
面

、
現

道
を

活
用

す
る

区
間

多
伎

・
朝

山
道

路

H
30

開
通

予
定

※
1

朝
山

・
大

田
道

路

H
29

開
通

予
定

※
2

N

凡
　

　
例 開

　
通

　
済

事
　

業
　

中

調
　

査
　

中

該
 当

 箇
 所

：
第

３
次

救
急

医
療

機
関

遠
田

IC
～

西
村

IC

延
長

2
1
.6

km

と
お

だ
に

し
む

ら

み
す

み
ま

す
だ

三
隅

・
益

田
道

路
浜

田
・
三

隅
道

路

H
28

開
通

予
定

は
ま

だ
み

す
み

吉
田

掛
合

IC

雲
南

吉
田

IC

西 村 IC

東 出 雲 IC

松 江 玉 造 IC

出 雲 IC

仁 摩 ･ 石 見 銀 山 IC

湖 陵 IC

多 伎 IC
朝 山 IC

大 田 IC

静 間 ＩＣ

石 見 福 光 IC

湯 里 IC

温 泉 津 IC
江 津 IC

江 津 西 IC

浜
田

東
IC

浜 田 IC

原 井 IC

浜 田 港 IC

遠 田 IC

旭
IC

金
城

S
IC

石 見 三 隅 IC

久 城 IC

萩 ・ 石 見 空 港 ＩＣ

高 津 IC

三
刀

屋
木

次
IC

斐 川 IC

高
野

ＩＣ

宍 道 IC

宍
道

J
C

T

浜 田 J
C

T

瑞
穂

IC
須 子 IC

島
根

県

松
江

市

出
雲

市

雲
南

市
大

田
市

江
津

市

浜
田

市

益
田

市

飯
南

町

広
島

県
邑

南
町

奥
出

雲
町

美
郷

町

川
本

町

安
来

市
青 波 IC

浅 利 IC

( 仮 称)

( 仮 称)

( 仮 称)

( 仮 称)

( 仮 称)

( 仮 称)

( 仮 称)

は
ま

だ

江
津

市
川

本
町

美
郷

町

大
田

市

出
雲

市

注
）
上

段
の

値
は

宍
道

Ｊ
Ｃ

Ｔ
～

浜
田

Ｊ
Ｃ

Ｔ
を

対
象

と
し

た
場

合
、

下
段

（
）
書

き
の

値
は

事
業

化
区

間
を

対
象

に
し

た
場

合
の

費
用

便
益

分
析

結
果

※
１

：
Ｅ

ＩＲ
Ｒ

：
経

済
的

内
部

収
益

率
※

２
：
基

準
年

（
平

成
2
7
年

）
に

お
け

る
現

在
価

値
を

記
載

（
現

在
価

値
算

出
の

た
め

の
社

会
的

割
引

率
：
４

％
）

※
３

：
Ｊ
Ｃ

Ｔ
間

の
費

用
便

益
分

析
は

、
当

該
区

間
の

う
ち

、
ル

ー
ト

や
構

造
が

確
定

し
た

区
間

を
対

象
に

算
定

Ｂ
/
Ｃ

E
I
R
R※

１
総

費
用

総
便

益

1
.
2

(
1
.
5
)

4
.
9
%

(
6
.
4
%
)

4
,
1
2
7
億

円
※
２

(
2
1
9
億

円
※
２
)

4
,
9
6
2
億

円
※
２

(
3
2
8
億

円
※
２
)

4



橋
梁
：
約
1
0
5
m

橋
梁
：
約
1
1
5
m

青
波
Ｉ
Ｃ
（
仮
称
）

山
口

県

岡
山

県

鳥
取

県

広
島

県

島
根

県

福
光
・
浅

利
道

路

起
点
：
石
見
福
光
I
C

終
点
：
浅
利
I
C
(
仮
称
)

全
体

延
長

：
6
.
5
k
m

土
工
延
長
：
6.

3k
m(

97
%)

橋
梁
延
長
：
0.

2k
m(

 3
%)

一
般
国
道
９
号
（
山
陰
自
動
車
道
）

福
光
・
浅
利
道
路
に
係
る
新
規
事
業
採
択
時
評
価

ふ
く
み

つ
あ

さ
り

あ
さ

り
い

わ
み

ふ
く
み

つ

ふ
く
み
つ

あ
さ

り

橋
梁

部
土
工
部

標
準

横
断

図
（

単
位
：
ｍ
）

10
.5

7.
0

1.
75

1.
75

車 道

9.
5

7.
0

1.
25

車 道

1.
25

さ
ん
い
ん

福
光

・
浅

利
道

路
ふ

く
み

つ
あ

さ
り

延
長

6
.5

㎞
( 起) 大 田 市 温 泉 津 町 福 光

お お だ ゆ の つ ち ょ う ふ く み つ

( 終) 江 津 市 松 川 町 上 河 戸

ご う つ ま つ か わ ち ょ う か み か わ ど

仁
摩

･温
泉

津
道

路
（
当

面
、

現
道

を
活

用
す

る
区

間
）

江
津

道
路

ご
う

つ

H
2
7
.3

全
線

開
通

延
長

1
6
.0

km
H

1
5
.9

全
線

開
通

延
長

1
1
.8

km

平
成

1
9
年

3
月

開
通

島
根

県
事

業
区

間

平
成

3
0
年

開
通

予
定

２
車

線

２
車

線

凡
例

対
象
区
間

高
速
道
路

一
般
国
道

主
要
地
方

道

一
般
都
道

府
県

道

橋
梁
構
造

死
亡
事
故

発
生

箇
所
（

H1
7-
H
27
)

全
面
通
行

止
め

箇
所
（

H1
7-
H
27
)

交
通
量
（

Ｈ
22
セ
ン
サ

ス
）

市
街
地

拠
点
施
設

(公
園

､工
業

団
地

)

主
要

渋
滞
箇
所

二
次
救
急

医
療

機
関

曲
線
半
径

(R
<1

50
m)

縦
断
勾
配

（
i
>
5
%）

交
通
量
台
/
日

要
防

災
対

策
箇

所

【
２

車
線

】

5



市
町

村
H
2
2

H
2
6

伸
率

（
H
2
6
/
H
2
2
）

下
関

市
1
,
6
9
4
千

人
1
,
8
1
9
千

人
1
.
0
7

長
門

市
3
0
7
千

人
2
9
7
千

人
0
.
9
7

萩
市

2
7
8
千

人
2
1
6
千

人
0
.
7
8

年
度

国
道
4
91
号
災

害
通

行
止

め
下

関
長

門
線

災
害

通
行

止
め

概
要

発
生

件
数

規
制

時
間

概
要

発
生

件
数

規
制

時
間

Ｈ
22

事
前
規

制
1
件

5
0時

間
災

害
4件

13
5
時

間
35
分

Ｈ
23

事
前
規

制
2
件

41
時

間
1
5分

災
害

1件
22
時

間
1
5分

H
25

事
前
規

制
2
件

7
0時

間
災

害
1件

44
時

間
2
0分

合
計

―
5
件

16
1
時

間
15
分

―
6件

20
2
時

間
10
分

山
陰

道
（
俵

山
～

豊
田

）
に
お
け
る
計

画
段

階
評

価

①
広
域
観
光
ル
ー
ト
の
形
成

②
水
産
業
の
支
援

に
よ
る
地
域
活
性
化

③
救

急
医

療
・
高

次
医

療
サ

ー
ビ
ス
の

確
保

３
．
政

策
目

標

１
．
俵

山
・
豊

田
地

域
の

課
題

２
．
原

因
分

析

①
防

災
上

脆
弱

な
箇

所
が

存
在

○
下

関
市

～
長

門
市

間
は

、
特

に
長

門
市

～
豊

田
地

区
ま
で
の

間
に
災

害
等

に
よ
る
通

行
止

め
が

集
中

。
（
図

5
、
表

2
）

②
道
路
構
造
の
不
良

○
俵

山
～

豊
田

間
の

砂
利

ヶ
峠

周
辺

で
は

幅
員

が
狭

く
急

カ
ー
ブ
、
急

勾
配

が
連

続
し
て
お
り
、
豊

田
湖

周
辺

で
急

カ
ー

ブ
区

間
が

集
中

し
て
お
り
、
小

型
車

の
す
れ
違

い
が

困
難

な
ト
ン
ネ
ル

が
存

在
。
（
図

6
）

③
高
速
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
未
整
備

○
速

達
性

や
通

行
止

め
時

に
機

能
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
代

替
性

）
を
確

保
で
き
る
自

動
車

専
用

道
路

が
未

整
備

で
あ
り
、

国
道

4
9
1
号

、
下

関
長

門
線

の
み

が
幹

線
道

路
で
あ
る
。

④
異

常
気

象
時

の
孤

立
・
広

域
迂

回
の

回
避

図
5

災
害
の
発
生
状
況

図
6

道
路
構
造
の
状
況

①
水
産
業
の
支
援
に
よ
る
地
域
活
性
化

○
水

産
業

及
び
水

産
加

工
業

は
長

門
市

の
主

要
産

業
の

一
つ
で
あ
り
、

「
長

門
市

水
産

物
販

路
拡

大
計

画
(H
2
3
.2
)」
な
ど
を
策

定
し
、
概

ね
1
0
年

を
目

標
に
仙

崎
漁

港
を
拠

点
に
水

産
物

の
高

付
加

価
値

化
や

配
送

の
効

率
化

、
販

路
拡

大
を
進

め
て
い
る
。

（
図

1
、
図

2
）

②
広
域
観
光
ル
ー
ト
の
形
成

○
山

口
県

に
お
い
て
は

観
光

が
地

域
の

主
要

産
業

と
な
っ
て
お
り
、
下

関
市

に
は

九
州

地
域

か
ら
約

1
8
0
万

人
の

観
光

客
が

訪
れ

る
が

、
高

速
道

路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か

ら
取

り
残

さ
れ

た
結

果
、
県

北
部

ま
で
回

遊
し
て
い
な
い
。
（
図

3
、
表

1
）

③
救
急
医
療
・
高
次
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
確
保

○
第

３
次

救
急

医
療

機
関

が
存

在
し
な
い
山

口
県

北
部

か
ら
は

、
脳

溢
血

等
の

緊
急

手
当

が
必

要
な
患

者
を
関

門
医

療
セ
ン

タ
ー
へ

搬
送

し
て
い
る
が

、
６
０
分

以
内

の
搬

送
が

で
き
な
い
状

況
。
（
図

4
）

た
わ

ら
や

ま
と
よ
た

表
2

災
害

等
に
よ
る
通

行
止

め
件

数
（
H
2
2
～

H
2
6
）

※
災

害
通

行
止

め
件

数
は

下
関

長
門
線
及

び
国
道

4
91
号
の
俵
山

～
豊
田

間
の
み

計
上

図
4

第
３
次

救
急

医
療

機
関

6
0
分

圏
域

図
3

九
州

方
面

か
ら
山

口
県

北
部

へ
訪

れ
る
観

光
入

込
客

数

じ
ゃ
り
が
た
お

と
よ
た
こ

下
関

15
%

九
州

1
5%

長
門
市

1
5%

広
島
、
関
西
圏

2
5%

関
東
圏

2
0%

そ
の
他

山
口
県
内

1
5%

下
関

・
九
州

方
面
が

約
3
割

図
2

仙
崎
市
場
で
取
り
扱
う

水
産
物
の
消
費
地

図
1

福
岡

に
販

売
先

を
も
つ

「
鮮

魚
卸

」
業

者
の

流
通

ル
ー
ト

※
H
2
7
.4
時
点
の
状
況

資
料
：
長
門
市
商
工
水
産
課

※
主
要
観
光
施
設
は
下
関
市
、
長
門
市

、
萩
市

、
美
祢

市
、
宇

部
市

、
山

口
市
に
立
地

す
る
観
光

施
設

の
う
ち
年

間
入

込
客

数
1
0
万

人
以

上
の
み
プ
ロ
ッ
ト

資
料

：
山

口
県

観
光

振
興

課
調

べ
（
H
2
6
山

口
県

観
光

客
動

態
調

査
よ
り
）

[凡
例
]

60
分
圏
域

60
分
圏
域
外

[凡
例
]

市
役
所

総
合
支
所
・
支
所

対
象
区
間

事
業
中
区
間

調
査
中
区
間

高
速
道
路
等

直
轄
国
道

補
助
国
道

主
要
地
方
道

一
般
県
道

表
1

山
口

県
北

部
に
お
け
る
九

州
・
沖

縄
か

ら
の

観
光

入
込

客
数

伸
び
率

資
料

：
山

口
県

観
光

振
興

課
調

べ
（
H
2
2
及

び
H
2
6
年

山
口

県
観

光
客

動
態

調
査

よ
り
）

6



■
地
元
の
要
望
な
ど

・
H
2
6
年

1
0
月

：
下

関
市

長
が

山
口

の
道

づ
く
り
意

見
交

換
会

に
お
い
て

国
土
交
通
省
に
早
期
事
業
化
を
要
望

・
H
2
7
年

8
月

：
山

陰
自

動
車

道
長

門
・
下

関
建

設
促

進
期

成
同

盟
会

総
決
起
大
会

・
H
2
7
年

1
0
月

：
山

陰
自

動
車

道
長

門
・
下

関
建

設
促

進
期

成
同

盟
会

が
国
土
交
通
大
臣
政
務
官
に
早
期
事
業
化
を
要
望

・
H
2
7
年

1
1
月

：
山

口
県

知
事

が
国

土
交

通
大

臣
及

び
国

土
交

通
大

臣
政
務
官
に
早
期
事
業
化
を
要
望

・
H
2
7
年

1
2
月

：
長

門
市

長
が

国
土

交
通

大
臣

に
早

期
事

業
化

を
要

望

４
．
対

策
案

の
検

討

※
○
：
改
善
・
満
足
す
る
、
△
：
改
善
・
満
足
す
る
が
他
案
に
劣
る
、
×
：
改
善
・
満
足
し
な
い

対
応

方
針

（
案

）
：
案

①
に
よ
る
対

策
が

妥
当

【
計

画
概

要
】

・
路

線
名

：
山

陰
道

（
俵

山
～

豊
田

）

・
区

間
：
山

口
県

長
門

市
俵

山
小

原

～
下

関
市

豊
田

町
八

道
・
概

略
延

長
：
約

1
4
㎞

・
標

準
車

線
数

：
2
車

線
・
設

計
速

度
：
8
0
㎞

/
h

・
概

ね
の

ル
ー
ト
；
図

7
の

案
①

の
と
お
り

案
①
②

標
準
断
面
図

■
地

元
調

整
の

状
況

・
H
2
7
年

4
月

：
優

先
区

間
絞

り
込

み
（
第

1
回

中
国

地
方

小
委

員
会

）
・
H
2
7
年

6
月

：
計

画
段

階
評

価
着

手
（
第

2
回

中
国

地
方

小
委

員
会

）
・
H
2
7
年

9
月

～
1
0
月

：
第

1
回

意
見

聴
取

・
H
2
7
年

1
1
月

：
第

4
回

中
国

地
方

小
委

員
会

・
H
2
7
年

1
2
月

～
H
2
8
年

1
月

：
第

2
回

意
見

聴
取

・
H
2
8
年

3
月

：
中

国
地

方
小

委
員

会
に
お
い
て
、
対

応
方

針
（
案

）
（
ル
ー
ト
と
し
て
案
①
を
選

定
す
る
等
）
を
妥

当
と
判
断

山
陰

道
（
俵

山
～

豊
田

）
に
お
け
る
計

画
段

階
評

価
た
わ

ら
や

ま
と
よ
た

や
ま
ぐ
ち

な
が
と

た
わ

ら
や

ま
こ
ば
ら

し
も
の
せ
き

と
よ
た
ち
ょ
う

や
じ

（
参

考
）
当

該
事

業
の

経
緯

等長
門

市
役

所
か

ら
下

関
市

役
所

ま
で
の

所
要

時
間

○
案

２
よ
り
所

要
時

間
が

短
縮

す
る

（
現

況
８
８
分

か
ら
７
９
分

に
短

縮
）

△
案

１
よ
り
所

要
時

間
が

短
縮

し
な
い

（
現
況

８
８
分

か
ら
８
４
分

に
短

縮
）

線
形

不
良

箇
所

の
回

避
○

現
道

の
線

形
不

良
箇

所
を
回

避
で
き
る

○
現

道
の

線
形

不
良

箇
所

を
回

避
で
き
る

通
行

止
め
時

に
機

能
す
る
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
(代

替
性

)の
確

保
通

行
止

め
時

の
影

響
○

現
道

が
通

行
止

め
の

際
、
代

替
路

と
し
て
機

能
す
る

○
現

道
が

通
行

止
め
の

際
、
代

替
路

と
し
て
機

能
す
る

救
急

医
療

機
関

へ
の

速
達

性
、

確
実

性
の

確
保

長
門

市
消

防
本

部
か

ら
関

門
医

療
セ
ン
タ
ー

（
第

三
次

救
急

医
療

機
関

）
ま
で
の

所
要

時
間

○
案

２
よ
り
所

要
時

間
が

短
縮

す
る

（
現

況
よ
り
約

９
分

短
縮

）
△

案
1
よ
り
所

要
時

間
が

短
縮

し
な
い

（
現

況
よ
り
約

４
分

短
縮

）

主
要

観
光

地
（
道

の
駅

蛍
街

道
西

ノ
市

）
へ

の
立

寄
り
や

す
さ

○
案

２
よ
り
ア
ク
セ
ス
し
や
す
い

（
接

続
予
定

箇
所

よ
り
約

６
分

で
連

絡
）

△
案

１
よ
り
ア
ク
セ
ス
し
に
く
い

（
接

続
予

定
箇

所
よ
り
約

１
３
分

で
連

絡
）

主
要

観
光

地
（
一

の
俣

温
泉

）
へ

の
立

寄
り
や

す
さ

△
案

２
よ
り
ア
ク
セ
ス
し
に
く
い

（
接

続
予

定
箇

所
よ
り
約

１
１
分

で
連

絡
）

○
案

１
よ
り
ア
ク
セ
ス
し
や
す
い

（
接

続
予

定
箇

所
よ
り
約

４
分

で
連

絡
）

主
要

観
光

地
（
道

の
駅

北
浦

街
道

豊
北

）
へ

の
立

寄
り
や

す
さ

△
案

２
よ
り
ア
ク
セ
ス
し
に
く
い

（
接

続
予

定
箇

所
よ
り
約

２
９
分

で
連

絡
）

○
案

１
よ
り
ア
ク
セ
ス
し
や
す
い

（
接

続
予

定
箇

所
よ
り
約

２
３
分

で
連

絡
）

産
業

の
活

性
化

仙
崎

漁
港

か
ら
唐

戸
市

場
ま
で
の

所
要

時
間

○
案

２
よ
り
所

要
時

間
が

短
縮

す
る

（
現

況
９
４
分

か
ら
８
１
分

に
短

縮
）

△
案

１
よ
り
所

要
時

間
が

短
縮

し
な
い

（
現
況

９
４
分

か
ら
８
６
分

に
短

縮
）

生
活

環
境

へ
の

影
響

（
沿

道
家

屋
の

分
断

等
）

○
集

落
等

を
回

避
す
る
た
め
、
影

響
は

小
さ
い

○
集

落
等

を
回

避
す
る
た
め
、
影
響

は
小

さ
い

自
然

環
境

へ
の

影
響

△
山

間
部

を
通

過
す
る
た
め
、
影

響
が
あ
る

△
山

間
部

を
通

過
す
る
た
め
、
影

響
が

あ
る

豊
田

方
面

の
集

落
や

市
街

地
部

・
主

要
施

設
(豊

田
総

合
支

所
)な

ど
へ

の
連

絡
性

○
案

２
よ
り
ア
ク
セ
ス
し
や
す
い

（
接

続
予
定

箇
所

よ
り
約

４
分

で
連

絡
）

△
案

１
よ
り
ア
ク
セ
ス
し
に
く
い

（
接

続
予

定
箇

所
よ
り
約

１
２
分

で
連

絡
）

豊
北

方
面

の
集

落
や

市
街

地
部

・
主

要
施

設
(豊

北
総

合
支

所
)な

ど
へ

の
連

絡
性

△
案

２
よ
り
ア
ク
セ
ス
し
に
く
い

（
接

続
予

定
箇

所
よ
り
約

２
１
分

で
連

絡
）

○
案

１
よ
り
ア
ク
セ
ス
し
や
す
い

（
接

続
予

定
箇

所
よ
り
約

１
５
分

で
連

絡
）

段
階

的
な
整

備
効

果
の

発
現

（
今

回
、
俵

山
～

豊
田

の
区

間
を
整

備
す
る
こ
と

に
よ
る
効

果
）

○
案

２
よ
り
小

月
方

面
へ

の
利

便
性

は
優

れ
て
い
る

△
案

１
よ
り
小

月
方

面
へ

の
利

便
性

は
劣

る

経
済

性
へ

の
配

慮
建

設
に
要

す
る
費
用

○
約

５
３
０
～

５
８
０
億
円

△
約

５
７
０
～

６
２
０
億

円

案
②

：
全

線
自

動
車

専
用

道
路

案
（
国

道
4
9
1
号

側
ル

ー
ト
）

△
総

合
評

価

案
①

：
全

線
自

動
車

専
用

道
路

案
（
旧

豊
田

町
側

ル
ー
ト
）

○

道 路 整 備 に よ る 影 響

生
活

環
境

・
自

然
環

境
の

保
全

・
調

和

評
価
軸

政 策 目 標

走
行

性
・
安

全
性

の
向

上

観
光

振
興

の
促

進

集
落

・
市

街
地

、
主

要
施

設
等

と
の

ア
ク
セ
ス

長
門
・
俵
山
道
路

（
事
業
中
）

俵 山 ～ 豊 田

下
関
市

長
門

市

山
口

県

美
祢
市

N

至 長 門 市

至
長
門
市

案
②

：
全

線
自

動
車

専
用

道
路
案

（
国

道
4
9
1号

側
ル

ー
ト
）

（
開
通
済
）

（
事
業
中
）

豊
田

前
小

神
上
寺

豊
田
神
社

豊
田

下
小

清
徳
寺

願
成
寺

豊
田

中

豊
田
総
合
支
所

豊
田
中
央
病
院

道
の
駅
蛍
街
道
西
ノ
市

豊
田
ホ
タ
ル
の
里
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

長
府

警
察

署
豊

田
幹

部
交

番

西
八
幡
宮

東
八

幡
宮

妙
栄

寺

豊
浦

東
消
防

署

西
市

小

西
市

高

明
教

寺

祇
園

神
社

豊
田
前
中

長
福
寺

麻
生
八
幡
宮

河
内
神
社

能
満
寺

俵
山

温
泉

俵
山

病
院

長
門

警
察
署

俵
山

駐
在
所

長
門
市
役
所

俵
山
出
張
所

俵
山
中

善
龍

寺

妙
伝
寺

薬
師

堂

槙
の
尾
山
神
社

八
鷹
山
神
社

豊
田
中
小

亀
尾
山
八
幡
宮

光
安
寺

舜
青
寺

▲
藤
ヶ
迫
[4
21
]

▲
天
井
ヶ
岳
[
6
9
1
] ▲

一
位
ヶ
岳
[
6
7
2
]

▲
捻
松
山
[5
00
]

▲
勇
山
[5
04

]

豊
田
湖

▲
高
山
[3
07

]

▲
麻

生
山

[
24
0
]

俵
山

八
幡
宮

案
①

：
全

線
自

動
車

専
用

道
路

案
（
旧

豊
田

町
側

ル
ー
ト
）

一
の
俣
温
泉

俵
山

小

▲
秋
葉
山
[3
54
]

▲
能
満
寺
山
[
2
5
8
]

西
念
寺

小
原
I
C
（
仮
称
）

千
代
の
滝

長
門

市
一
位
が
岳
の

ベ
ニ

ド
ウ
ダ
ン
自
生
地

日
幡

神
社
の
ナ
ギ
の
木

殿
敷

の
ト
ロ

ニ
エ
ム
岩

西
八

幡
宮
の

イ
チ
イ
ガ
シ

連
理

の
サ
カ

キ

凡
例

集
落

・
市
街

地

公
共

施
設

学
校

主
要

施
設
（
病

院
、
主

要
観

光
地
）

神
社

・
仏
閣

・
文

化
財

名
勝

及
び
天

然
記
念

物

木
屋

川
・音

信
川
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
発

生
地

山
[標

高
：
ｍ

]

図
7

当
該

地
域

に
お
け
る
対

策
案

検
討出口

出口

国
道
4
3
5
号

美
祢
～
豊
田
バ
イ
パ
ス

（
単

位
：
m
）

【
ト
ン
ネ
ル
部
】

【
土
工
部
】

【
橋
梁
部
】

た
わ

ら
や

ま
と
よ
た

7
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10
00

0

20
00

0

30
00

0

40
00

0

整
備

無
整

備
有

•
戦

略
の

軸
と

な
る

山
陰

道
（
長

門
市

～
下

関
市

間
）

の
う

ち
、

俵
山

～
豊

田
間

は
、

線
形

不
良

箇
所

や
災

害
要

対
策

箇
所

が
多

数
存

在
し

、
移

動
速

度
の

低
下

や
通

行
止

め
の

発
生

と
い

っ
た

課
題

が
集

中
。

•
山

口
県

北
部

に
お

い
て

は
、

観
光

が
地

域
の

主
要

産
業

の
一

つ
と

な
っ

て
い

る
が

、
高

速
道

路
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
か

ら
取

り
残

さ
れ

た
結

果
、

九
州

地
域

か
ら

の
観

光
客

数
が

下
関

市
１

８
０

万
人

に
対

し
、

萩
市

、
長

門
市

は
３

０
万

人
以

下
に

留
ま

る
な

ど
九

州
北

部
地

域
と

の
間

の
観

光
流

動
に

落
差

が
生

じ
て

お
り

、
回

遊
性

の
確

保
が

課
題

。
【
表

１
、

図
３

】

•
当

該
道

路
と

長
門

・
俵

山
道

路
（
事

業
中

）
及

び
ア

ク
セ

ス
道

路
（
県

）
の

整
備

に
よ

り
、

第
3
次

救
急

医
療

機

関
の

搬
送

6
0
分

圏
域

が
長

門
市

の

中
心

部
ま

で
拡

大
す

る
。

【
図

４
、

図
５

】

•
平

成
２

７
年

７
月

に
構

成
資

産
の

多
く
が

山
口

、
九

州
に

所
在

す
る

「
明

治
日

本
の

産
業

革
命

遺
産

」
が

、
世

界
遺

産
に

登
録

。
こ

れ
を

機
に

、
山

口
県

で
は

、
山

陰
道

を
前

提
と

す
る

新
た

な
観

光
戦

略
を

半
年

後
を

目
途

に
策

定
予

定
。

•
起

終
点

：
山

口
県

下
関

市
豊

田
町

八
道

～
長

門
市

俵
山

小
原

•
延

長
等

：
１

３
．

９
ｋ
ｍ

（
第

１
種

第
３

級
、

２
車

線
、

設
計

速
度

８
０

km
/
h
）

•
全

体
事

業
費

：
約

５
７

０
億

円

•
計

画
交

通
量

：
約

９
，

１
０

０
台

／
日

一
般
国
道
４
９
１
号

（
山
陰
自
動
車
道
）
俵
山
・
豊
田
道
路
に
係
る
新
規
事
業
採
択
時
評
価

２
．
課

題

１
．
事

業
概

要

・
高

速
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

整
備

に
よ

り
、

九
州

北
部

地
域

と
の

連
携

を
強

化
・
第

３
次

救
急

医
療

機
関

へ
の

ア
ク

セ
ス

を
改

善
し

、
地

域
住

民
の

安
全

・
安

心
を

確
保

３
．
整

備
効

果

な
が

と
た

わ
ら

や
ま

こ
ば

ら

や
ま

ぐ
ち

し
も

の
せ

き
と

よ
た

や
じ

効
果
１

高
速
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
広
域
連
携
強
化

[
◎
]

•
高

速
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

整
備

に
よ

り
、

広
域

周
遊

観
光

ル
ー

ト
を

形
成

。

効
果
３

代
替
路
の
確
保

[
◎
]

•
下

関
長

門
線

等
に

お
け

る
災

害
や

異
常

気
象

時
の

代
替

路
が

確
保

さ
れ

、
道

路
の

信
頼

性
が

向
上

。
■

費
用

便
益

分
析

結
果

（
貨

幣
換

算
可

能
な

効
果

の
み

を
金

銭
化

し
、

費
用

と
比

較
し

た
も

の
）

・
長

門
市

消
防

本
部

～
関

門
医

療
セ

ン
タ

ー
（
下

関
市

）間
の

所
要

時
間

現
況

7
5
分

⇒
整

備
後

5
8
分

※
出

典
：
（
現

況
）
Ｈ

２
６

プ
ロ

ー
ブ

デ
ー

タ
よ

り
計

算
（
整

備
後

）
現

道
は

規
制

速
度

、
長

門
・
俵

山
道

路
及

び
俵

山
・
豊

田
道

路
は

V
=
8
0
km

/
h
と

し
て

計
算

①
九
州
か
ら
山
口
県
北
部
へ
の
観
光
交
流
人
口
の
拡
大

■
道

路
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

防
災

機
能

評
価

結
果

た
わ
ら
や
ま

と
よ
た

③
災
害
や
異
常
気
象
時
の
通
行
止
め
に
よ
り
、
生
活
・
経
済
活
動
に
影
響

•
長

門
市

か
ら

下
関

市
を

結
ぶ

国
道

4
9
1
号

、
下

関
長

門
線

で
は

事
前

通
行

規
制

区
間

を
有

し
、

当
該

区
間

に
お

い

て
通

行
止

め
が

5
年

間
（
H

2
2
～

H
2
6
）
に

1
1
件

（
総

規
制

時
間

3
6
3
時

間
）
発

生
す

る
な

ど
、

防
災

上
脆

弱
な

区
間

。

•
俵

山
温

泉
等

の
観

光
地

が
存

在
す

る
俵

山
地

区
は

、
異

常
気

象
時

に
孤

立
し

、
経

済
活

動
に

影
響

を
及

ぼ
す

可
能

性
が

あ
る

。

•
山

口
県

北
部

の
重

篤
患

者
の

搬
送

は
第

3
次

救
急

医
療

機

関
で

あ
る

関
門

医
療

セ
ン

タ
ー

へ
搬

送
し

て
い

る
が

、
6
0
分

以
内

の
搬

送
が

出
来

な
い

地
域

が
存

在
。

➁
救
急
医
療
機
関
へ
の
ア
ク
セ
ス

効
果
２

第
３
次
救
急
医
療
機
関
へ
の
速
達
性
向
上

[
◎
]

•
高

規
格

道
路

の
整

備
に

よ
り

第
３

次
救

急
医

療
機

関
へ

の
搬

送
時

間
が

短
縮

す
る

。

図
５

第
３

次
救

急
医

療
機

関
6
0
分

圏
域

図

図
４

長
門

市
に

お
け

る
第

３
次

救
急

医
療

機
関

6
0
分

圏
域

人
口

の
増

加

・
長

門
市

に
お

け
る

第
３

次
救

急
医

療
機

関
6
0
分

圏
域

人
口

現
況

1
0
千

人
⇒

整
備

後
2
8
千

人

＜
算

出
根

拠
＞

・
設

定
速

度
：
[現

況
]H

2
6
プ

ロ
ー

ブ
（
平

日
）

[整
備

後
]規

制
速

度

俵
山

・
豊

田
道

路

【
山

口
県

が
ア

ク
セ

ス
道

路
の

強
化

を
含

め
た

広
域

観
光

戦
略

を
策

定
予

定
】

し
も

の
せ

き
な

が
と

は
ぎ

な
が

と
た

わ
ら

や
ま

な
が

と

か
ん

も
ん

た
わ

ら
や

ま
と

よ
た

し
も

の
せ

き
な

が
と

た
わ

ら
や

ま

な
が

と

な
が

と

か
ん

も
ん

し
も

の
せ

き

し
も

の
せ

き
な

が
と

し
も

の
せ

き
な

が
と

[凡
例

]

6
0
分

圏
域

整
備

※
に

よ
る

拡
大

エ
リ

ア

※
整

備
と

は
、

長
門

・
俵

山
道

路
、

俵
山

・
豊

田
道

路
及

び
ア

ク
セ

ス
道

路
の

整
備

を
示

す
。

第
3次

救
急

医
療

機
関

し
も

の
せ

き
な

が
と

た
わ

ら
や

ま
と

よ
た

さ
ん
い
ん

長
門

市
総

人
口

：
38

,3
49

人
（
人

）

26
.0

%

73
.6

%

※
人

口
は

平
成

2
2
年

国
勢

調
査

よ
り

長
門

市
人

口
の

7割
を

カ
バ

ー

図
３

九
州

方
面

か
ら

山
口

県
へ

の
観

光
交

流
人

口

[凡
例

]

世
界

遺
産

主
要

観
光

施
設

※
主
要
観
光
施
設
は
下
関
市
、
長
門
市
、
萩
市
、
美
祢
市
、
宇
部
市
、
山
口
市
に

立
地

す
る
観

光
施

設
の
う
ち
年

間
入

込
客

数
1
0
万
人

以
上
の
み
プ
ロ
ッ
ト

下
関
市

18
1.
8万

⼈

⻑
⾨
市

29
.7
万
⼈

は
ぎ

俵
山

・
豊

田
道

路
観

光
交

流
の

多
い

九
州

～
下

関
市

九
州

か
ら

の
観

光
交

流
人

口
の

拡
大

が
必

要
萩
市

21
.6
万
⼈

な
が
と

しも
の
せ
き

た
わ

ら
や

ま
と

よ
た

※
資

料
／

山
口

県
観

光
振

興
課

調
べ

（
H

2
6
山

口
県

観
光

客
動

態
調

査
よ

り
）

九
州

方
面

か
ら

の
観

光
入

込
客

数

た
わ

ら
や

ま

注
）
上

段
の

値
は

浜
田

Ｊ
Ｃ

Ｔ
～

小
月

Ｊ
Ｃ

Ｔ
を

対
象

と
し

た
場

合
、

下
段

（
）
書

き
の

値
は

事
業

化
区

間
を

対
象

に
し

た
場

合
の

費
用

便
益

分
析

結
果

※
１

：
Ｅ

ＩＲ
Ｒ

：
経

済
的

内
部

収
益

率
※

２
：
基

準
年

（
平

成
2
7
年

）
に

お
け

る
現

在
価

値
を

記
載

（
現

在
価

値
算

出
の

た
め

の
社

会
的

割
引

率
：
４

％
）

※
３

：
Ｊ
Ｃ

Ｔ
間

の
費

用
便

益
分

析
は

、
当

該
区

間
の

う
ち

、
ル

ー
ト

や
構

造
が

確
定

し
た

区
間

を
対

象
に

算
定

Ｂ
/
Ｃ

E
I
R
R※

１
総

費
用

総
便

益

1
.
4

(
1
.
2
)

6
.
3
%

(
5
.
1
%
)

4
,
2
9
2
億

円
※
２

(
4
2
7
億

円
※
２
)

6
,
0
0
3
億

円
※
２

(
5
1
5
億

円
※
２
)

改
善

ペ
ア

数

脆
弱

度
〔
防

災
機

能
ラ

ン
ク

〕
累

積
脆

弱
度

の
変

化
量

改
善

度

評
価

整
備

前
整

備
後

通
常

時
災

害
時

1
9

(1
)

0
.7

3
〔
C

〕
0
.3

4
〔
C

〕

0
.2

8
〔
B

〕
0
.1

7
〔
B

〕

▲
1
3
3
.7

2

(▲
1
.7

4
)

0
.1

0

(0
.0

9
)

0
.5

5

(0
.2

8
)

◎
図

６
整

備
後

の
防

災
機

能
ラ

ン
ク

注
）
上

段
の

値
は

浜
田

Ｊ
Ｃ

Ｔ
～

小
月

Ｊ
Ｃ

Ｔ
を

対
象

と
し

た
場

合
、

下
段

（
）
書

き
の

値
は

事
業

化
区

間
を

対
象

に
し

た
場

合
の

防
災

機
能

評
価

結
果

山
陰

自
動

車
道

(浜
田

J
C

T
～

小
月

J
C

T
)

俵
山

・豊
田

道
路

乗
用

車
小

型
貨

物
普

通
貨

物

約
2
,8

0
0
台

/
日

約
1
,3

0
0
台

/
日

約
5
,0

0
0
台

/
日

図
１

広
域

図

山
口

県

岡
山

県

鳥
取

県

広
島

県

島
根

県

俵
山

・
豊

田
道

路
た

わ
ら

や
ま

と
よ

た

図
２

事
業

位
置

図

俵
山

･
豊

田
道

路
1
3
.9
km

た
わ

ら
や

ま
と

よ
た

長
門

･俵
山

道
路

延
長

5
.5
k
m

H
3
1
開
通

予
定 (仮

)俵
山

IC

(仮
)長

門
IC

N

な
が
と

た
わ

ら
や
ま

凡
　

　
例 開

　
通

　
済

事
　

業
　

中

調
　

査
　

中

該
 当

 箇
 所

小
月
JC

T

浜
田
JC

T

三
隅
･益

田
道
路

延
長
1
5.
2
k
m

浜
田
･三

隅
道
路

延
長
6
.4
k
m

H
2
8
開
通
予
定

石 見 三 隅 Ｉ Ｃ

西 村 Ｉ Ｃ

遠 田 Ｉ Ｃ

み
す
み

ま
す
だ

は
ま
だ

み
す
み

表
１

山
口

県
北

部
に

お
け

る
九

州
方

面
か

ら
の

観
光

入
込

客
伸

率

関
門

医
療

セ
ン

タ
ー

市
町

村
H

2
2

H
2
6

伸
率

（
H

2
6
/
H

22
）

下
関

市
1
,6

9
4

1
,8

1
9

1
.0

7

長
門

市
3
0
7

2
9
7

0
.9

7

萩
市

2
7
8

2
1
6

0
.7

8（
千

人
）

8



一
般
国
道
４
９
１
号

（
山
陰
自
動
車
道
）
俵
山
・
豊
田
道
路
に
係
る
新
規
事
業
採
択
時
評
価

俵
山

・
豊

田
道

路
た

わ
ら

や
ま

と
よ

た

山
口

県

岡
山

県

鳥
取

県

広
島

県

島
根

県

長
門

・
俵

山
道

路
な
が
と

た
わ
ら
や
ま

俵
山

・
豊

田
道

路
た
わ
ら
や
ま

と
よ
た

(
終
)
山
口
県
長
門
市
俵
山
小
原

や
ま
ぐ
ち

な
が
と

た
わ
ら
や
ま
こ
ば
ら

(
起
)
山
口
県
下
関
市
豊
田
町
八
道

や
ま
ぐ
ち

し
も
の
せ
き

と
よ
た

や
じ

N

標
高

32
0m

標
高

28
0m

標
高

24
0m

標
高

20
0m

標
高

16
0m

標
高

12
0m

標
高

80
m

【
縦

断
図

】

至 長 門 市 街
至 下 関 市 街

俵
山

・
豊

田
道

路

延
長
1
3
.9
k
m

ト
ン
ネ
ル

約
2
,0
5
5
m

(
仮
)
豊
田
IC

（
仮
）
俵
山
IC

(
仮
)
俵
山
温
泉
IC

橋
梁

約
1
0
0
m

橋
梁

約
3
5
0
m

橋
梁

約
2
0
5
m

橋
梁

約
4
5
m

k
p

0
5

4
3

2
1

7
8

9
1
0

6
1
1

1
2

1
3

と
よ

た

た
わ
ら
や
ま
お
ん
せ
ん

た
わ
ら
や
ま

山 口 県 下 関 市 豊 田 町 八 道(
起
) や ま ぐ ち し も の せ き と よ た ち ょ う や じ

山 口 県 長 門 市

俵 山 小 原

(
終
) や ま ぐ ち な が と

た わ ら や ま こ ば ら

約
1
,2
5
7
m

ト
ン
ネ
ル

橋
梁

約
2
0
m

1
4

ト
ン
ネ
ル

約
2
9
5
m

橋
梁

約
1
5
5
m

【
標

準
横

断
図

】
（
単

位
：
m

）

土
工

部
ト

ン
ネ

ル
部

橋
梁

部
（
橋

長
5
0
m

以
上

）

全
体

延
長

：
1
3
.9

km
土

工
延

長
：
9
.4

km
 (

6
8
%
)

橋
梁

延
長

：
0
.9

km
 (

  
6
%
)

ト
ン

ネ
ル

延
長

：
3
.6

km
 (

2
6
%
)

た
わ
ら
や
ま

と
よ
た

さ
ん
い
ん

山
口

県

長
門
市

下
関

市

⻑
⾨
市
役
所

下
関
市
役
所

凡
例 ト
ン
ネ

ル
構
造

橋
梁
構

造

1
,5

9
7
台

/
日

【
2
車

線
】

1
,9

8
2
台

/
日

【
2
車

線
】

1
,1

2
5
台

/
日

【
2
車

線
】

(
仮
)
俵
山
IC

た
わ
ら
や
ま

(
仮
)
俵
山
温
泉
IC

た
わ
ら
や
ま
お
ん
せ
ん

(
仮
)
豊
田
IC

と
よ
た

(
仮
)
長
門
IC

な
が
と

延
長

1
3
.9
km

（
事
業
中

Ｈ
3
1
開
通
予
定
）

延
長

5
.5
km

2
車

線

道
の
駅
「
北
浦
街
道
豊
北
」

道
の

駅
「
き

く
が
わ

」

道
の

駅
「
蛍

街
道
西

ノ
市
」

道
の
駅
「
萩
・
さ
ん
さ
ん
三
見
」

道
の
駅
「
お
ふ
く
」

道
の
駅
「
み
と
う
」

関
門

医
療
セ

ン
タ
ー

山
口
大
学
医
学
部
附
属
病
院

8
4
0
台

/
日

【
2
車

線
】

3
,9

4
5
台

/
日

【
2
車

線
】
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